
【別表１】国産の生鮮魚介類の名称例＜頭足類抜粋＞
★ 赤字：改正内容

水産生物衛生協議会改正案

No. 種・亜種の標準和名
左欄に代わる
一般的名称例

学名
（種名）

備考
水衛協の
提案根拠

1 コウイカ ― Sepia esculenta
2 ケンサキイカ

ヤリイカ
― Loligo edulis

Loligo bleeker
3 アオリイカ ― Sepioteuthis lessoniana
4 ホタルイカ ― Watasenia scintillans
5 スルメイカ マイカ Todarodes pacificus 業界内では従来より広く「マイカの唐揚

げ」などスルメイカを使用してマイカと謳う
加工品が見られていましたが、近年、ドス
イカやトビイカなどの他のイカを使用して
「マイカの唐揚げ」などと謳う事業者も出て
きているため、あらためて「マイカ」=「スル
メイカ」と整理していただきたい。

6 アカイカ ﾑﾗｻｷｲｶ Ommastrephes bartramii 「ﾑﾗｻｷｲｶ」は事業者間ではずっと昔から
使い続けられている一般的な名称。「ｱﾒﾘ
ｶｵｵｱｶｲｶ」との区別の意味もある。
2012年12月に弊会より「魚介類名称に関
する水産食品衛生協議会会員企業向け
指針」を発行しておりますが、当時の水産
庁加工流通課様と何度かこの内容全てに
確認をいただいてから発行致しました。
「アカイカ」＝「ムラサキイカ」は常識であっ
て、当時も特に何もコメントはいただいて
おりません。
補足しますと、従来、市場・業界での呼び
名は専ら「ムラサキイカ」でしたが、「魚介
類の名称のガイドライン」が公表されて以
後、標準和名である「アカイカ」とも呼ばれ
るようになりました。しかし、「アメリカオオ
アカイカ」と明確に区別する為に、今でも
「ムラサキイカ」の呼び名は使用されてい
ます。

7 マダコ
テナガダコ
イイダコ
ミズダコ
ヤナギダコ

― Octopus vulgaris
Octopus minor
Octopus ocellatus
Octopus dofleini
Octopus conispadiceus

資料３_(2)



【別表２】海外漁場魚介類及び外来種の名称例＜頭足類抜粋＞
★　赤字：改正内容

水産生物衛生協議会改正案 参考情報

No.
学名

（種名）
種・亜種の標準和名

左欄に代わる
一般的名称例

使用できない
名称例

備考
水衛協の
提案根拠

国内流通量
現時点で業務用に販売する際

に表示している【名称】

現時点で小売業者が小売店
（スーパー等）で販売する際に

表示している【名称】

価格
（おおよそで結構です）

Loligo duvauceli ｱｼﾞｱｹﾝｻｷｲｶ
ヤリイカ 900円/kg

Loligo chinensis ﾋﾗｹﾝｻｷｲｶ
　　9,354t(2023年) ヤリイカ 900円/kg

Loligo singhslensis ﾔｾｹﾝｻｷｲｶ
※参考)　国産ヤリイカ:

3,500t(2022年)、3,000円/kg
ヤリイカ 700円/kg

Loligo opalescens ｶﾘﾌｫﾙﾆｱﾔﾘｲｶ
ヤリイカ ヤリイカ(※推定) 500円～600円/kg

Loligo reynaudi ｱﾌﾘｶﾔﾘｲｶ
ヤリイカ 2,500円/kg

Loligo vulgaris ﾖｰﾛｯﾊﾟﾔﾘｲｶ
ヤリイカ 1,800円～2,500円/kg

Loligo pealei ｱﾒﾘｶｹﾝｻｷｲｶ
ヤリイカ 1,000円kg

Illex argentinus ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝﾏﾂｲｶ

7,100t マツイカ 600円～700円/kg

Illex illecebrosus ｶﾅﾀﾞﾏﾂｲｶ
※参考)　スルメイカ(日本):

16,341t(2023年)、800円/kg(浜
値)、1,500円～2,500円/kg(流

通価格)

マツイカ 600円/kg

Illex coindetii ﾖｰﾛｯﾊﾟﾏﾂｲｶ ※参考)　スルメイカ(中国、韓
国): 36,000t(推定)、800円～

900円/kg
マツイカ

3 Nototodarus sloanii ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞｽﾙﾒｲｶ ― ― 昔から「標準和名スルメイカ(Todarodes pacificus)」の
代替加工原料として利用されている。 200t ニュージーランドスルメイカ 700円/kg

3a Sthenoteuthis oualaniensis ﾄﾋﾞｲｶ ― スルメイカ
マイカ

近年「標準和名スルメイカ(Todarodes pacificus)」の代
替加工原料として利用が増えている。 1,000t トビイカ トビイカ(※推定) 200円～300円/kg

4 Dosidicus gigas ｱﾒﾘｶｵｵｱｶｲｶ ― ― 約30,000t(推定)

※参考) アカイカ(ﾑﾗｻｷｲｶ)(日
本): 2,945t(2022年)、1,000円～

1,400円/kg
※参考) アカイカ(ﾑﾗｻｷｲｶ)(中
国): 2,400t(2023年)、850円～

1,400円/kg

アメリカオオアカイカ 300円～450円/kg

Sepia (Acanthosepion)recurvirostra ｱｼﾞｱｺｳｲｶ
コウイカ

Sepia (Acanthosepion) brevimana ｼｬﾑｺｳｲｶ
　　6,453t(2023年) コウイカ 1,000円～2,000円/kg

Sepia (Acanthosepion)pharaonis ﾄﾗﾌｺｳｲｶ
  参考) こういか類(日本)

307t、912円/kg
モンゴウイカ

Sepia (Acanthosepion) lycidas ｶﾐﾅﾘｲｶ
モンゴウイカ

Sepia (Sepia) officinalis ﾖｰﾛｯﾊﾟｺｳｲｶ
モンゴウイカ

Sepia (Sepia) latimanus ｺﾌﾞｼﾒ
モンゴウイカ

Sepia (Amplisepia) apama ｵｰｽﾄﾗﾘｱｺｳｲｶ
モンゴウイカ

2 ―ﾏﾂｲｶ

いずれも昔から「標準和名スルメイカ(Todarodes
pacificus)」の代替加工原料として近縁三種を区別な
く、〇〇産の「マツイカ」として事業者間で呼ばれて流
通している。国内に「標準和名マツイカ」というイカは
ない。
2012年12月に弊会より「魚介類名称に関する水産食
品衛生協議会会員企業向け指針」を発行しておりま
すが、当時の水産庁加工流通課様と何度かこの内容
全てに確認をいただいてから発行致しました。「マツイ
カ」という呼び名は普通であって、当時も特に何もコメ
ントはいただいておりません。

ﾔﾘｲｶ ―1

いずれも「標準和名ﾔﾘｲｶ(Loligo bleeker)」の近縁種
で身質が似ており、昔から外国産のヤリイカとして流
通し、寿司だね等に使用されている。

5 ｺｳｲｶ ― いずれも「標準和名ｺｳｲｶ(Sepia esculenta)」の近縁種
で身質が似ており、昔から〇〇産のコウイカとして流
通し、寿司だね等に使用されている。

5a ﾓﾝｺﾞｳｲｶ ― いずれも「標準和名ｶﾐﾅﾘｲｶ(通称ﾓﾝｺﾞｳｲｶ)(Sepia
(Acanthosepion) lycidas )」の近縁種で身質が似てお
り、昔から〇〇産のモンゴウイカとして流通し、寿司だ
ね等に使用されている。「輸入割当て（ＩＱ）対象水産
物の属名、製品形態等の一覧」でモンゴウイカと整理
されている。


